
 

 

国語科における自分の考えを広げたり、まとめたりする話合いの指導改善 

―ファシリテーションの技術を生かした支援を通して― 

前橋市立荒子小学校 小林 あつみ 

 

Ⅰ 主題設定の理由 

 

「令和５年度 まえばし学校教育充実指針」では、「単元や題材など内容や時間のまと

まりを見通しながら、その中で育む資質・能力の育成に向けて、児童生徒の『主体的・対

話的で深い学び』の実現に向けた授業改善」が求められており、学校の取組例として、

「どのような考えを、どのように整理し、どのような成果を期待するのかを明確にした交

流活動の設定と児童生徒の考えをコーディネートする教師の働きかけの工夫」が挙げられ

ている。このことから、日々の授業の中で、子供たちが話合いを通して、共に学び合いな

がら課題を解決できるよう、教師が支援することが重要であると考える。 

 本校の児童は、自分の考えを伝えることはできるものの、相手の考えを受け止めて自分

の考えを述べたり、自分の考えを見直して再構築したりするまでには至っていないように

見受けられる。また、児童アンケートの結果から、話し合う目的や必要性をあまり意識で

きていないこと、話合いに対して心理的なハードルを感じて、伝え合いがうまくいかず、

考えが深まらないことが分かった。筆者自身の指導を振り返ると、話合いの形式や話し

方・聞き方の留意点に重点を置いて指導していたことが多く、児童が考えを出し合い、広

げたりまとめたりするための指導や支援は不十分であった。児童が話し合う目的を明確に

し、意見を比較し整理する方法を工夫するためには、活動の状況に応じて教師が適切に支

援する必要がある。 

そこで、本研究ではファシリテーションの技術を取り入れた教師の支援について研究す

ることとした。ファシリテーションとは、「交流の場とプロセスを整える、チームマネジ

メントの六つの技術」(阿部・ちょん,2017,ｐ12)であり、この技術を用いて課題を解決

するためのプロセスを作るのがファシリテーターである。教師がファシリテーターとして

支援することで、児童が話合いに対する目的意識を高めたり、話合いの方法を理解して意

見を比較し整理したりして、自分の考えを広げたり、まとめたりする話合いが実現できる

のではないかと考えた。 

以上のことから、本研究の主題を「国語科における自分の考えを広げたりまとめたりす

る話合いの指導改善」と設定した。 

 

Ⅱ 研究のねらい 

 

国語科における自分の考えを広げたりまとめたりする話合いの指導改善を図るために、

ファシリテーションの技術を生かした支援を行うことの有効性について、実践を通して明

らかにする。 

 

 



 

 

Ⅲ 研究の見通し 

 

 国語科において、ファシリテーションの技術（石川・ちょん,2022,p.46）を生かして

支援することで、自分の考えを広げたりまとめたりする話合いの指導改善を図ることがで

きるであろう。 

【手立て】ファシリテーションの技術を生かした支援 

「説明」「問い立て」「評価・分析」「可視化・可聴化」「隊形」「設計」の六つの技

術を生かして、話合いの支援を行う（表１）。 

 

Ⅳ 実践内容 

 

 本研究では、第５学年24名、国語科「Ａ 話すこと・聞くこと」の「よりよい学校生活

のために」(全６時間)において、授業実践を行った。 

表１ ファシリテーションの技術、本研究におけるねらい及び取り入れた場面 

 

１ 実践の概要 

ここでは、「クラスみんなで自分の仕事を忘れずにがんばるにはどうしたらよいか」と

いう議題について、グループで互いの立場を明確にしながら意見を出し合い、まとめる話

合いを行った第５時において、「評価・分析」「可視化・可聴化」「隊形」を取り入れた

場面について述べる。 

【評価・分析】 

話合いの様子に応じて教師が適切に関わることができるように

するために、前時までの児童の活動の様子や振り返りから見取っ

たことを基にして、話合いで予想される児童のつまずきとそれ

に対する教師の助言を想定したシナリオ(p.98資料１)を用意

し、机間指導の際に活用した(図１)。また、児童が自分たちや

他のグループの話合いのよさに気付けるようにするために、教師が見取ったそれぞれのグ

ループのよかったところを全体に伝えた。具体的には、「計画的に話し合えていたこと」

図１ シナリオを活用し、 

教師が助言している様子 



 

 

「立場を明確にして意見を比較できていたこと」「目的に沿って意見をまとめられたこと」

などである。 

【可視化・可聴化】 

互いの立場を明確にして意見を比較することができるように

するために、思考ツールの座標軸を印刷したワークシートと付

箋を用いた (p.98資料２)。似ている意見の付箋同士を近くに

寄せたり、新しい意見の付箋を付け足したりしたことによっ

て、それぞれの立場や話合いの過程と結果が一目で分かるよう

にした(図２)。また、グループごとに話し合う声を学習者用端

末で録音し、自分たちが話し合った声を聞き直すことで、話合いの成果と課題について振

り返ることができるようにした。 

【隊形】 

 児童が安心して発言できるようにするために、４人グループとした。また、児童が自分

の役割を意識して計画的に話し合うことができるようにするために、「司会者」「記録係」

「発表係」「録音係」の四つの役割を分担するようにした。さらに、声が交じり合わない

ようにするために、グループ間の距離についても可能な限り離すようにした。 

２ 結果と考察 

第５時においては、どのグループも時間内に議題に対する意見をまとめることができた

(p.99資料３)。その中で、話合いが滞っていたグループに、発言や質問の仕方をまとめた

「話し方ヒントカード」を示して助言したところ、それを参考にして質問し合い、意見を

まとめることができた（表２）（p.99資料４）。このグループのＡ児は「話合いの中で、

先生に司会の進め方についてヒントをもらってうまく進められた」と振り返っていた。 

また、別のグループのＣ児は、「付箋に整理して、意見を比べて、しっかり共通点や違

うところを見付けられたおかげで、最後はうまく意見をまとめられた」と振り返っていた。

Ｄ児は、「○○さんが□□さんの意見に質問をしてくれたから、班のみんなでよりよい意

見をまとめられた」と振り返っていた。単元の振り返りにおいて、Ｅ児は「自分の意見を

はっきり言って、質問や賛成、反対を言うとうまく進められると思う。詳しく意見を言っ

て、みんなに分かりやすく伝えたり、目的から外れないように話し合ったりすることが大

切だと思う。」と振り返っていた(p.99資料５)。  

話し合う内容を焦点化し、思考ツールを活用して一人一人の考えを【可視化】したこと

により、互いの立場や考えを聞き合いながら、考えをまとめることができたと考えられる。

また、教師が各グループの様子を【評価・分析】しながら必要に応じて関わることで、そ

れぞれのグループがよりよい話合いの方法について学ぶことができたと考えられる。さら

に、教師が【評価・分析】しながら児童の話合いのよさを価値付けたことによって、より

表２ 第５時の話合いの場面での教師と児童のやり取り 

図２ ワークシートと付箋を 

用いて意見を整理する様子 



 

 

よい話合いの方法について自分の考えをもつことができたと考えられる。一方、【可聴化】

については、声が小さかったり、周囲の雑音が交ざったりしてしまっており、録音を聞き

返したときに不明瞭な部分が多く、振り返りに上手く活用できないグループもあった。今

後は、録音の方法や机の配置を工夫する必要があると感じた。【隊形】については、４人

グループで四つの役割を分担したことで、児童一人一人が主体的に話合いに参加し、役割

を意識して計画的に話合いを進めている姿が見られた。 

 

また、表３の数値を見ると、質問項目Ａ、Ｂのどちらの回答も概ねプラスに転じている。

さらに、実践後のアンケート「話合いの技術は10点満点で表すとどれぐらい向上したか」

に対して、75％以上の児童が６点以上を付けた。アンケートの記述からも、児童が話合い

に対して手応えを感じていたことが分かる（表４）。 

これらのことから、ファシリテーションの技術を生かした支援を行ったことで、役割や

目的、話合いの進め方に対する理解が進み、自信をもって話し合うことができる児童が増

えたと考えられる。また、話合いで、互いの考えを出し合いながら、考えを広げたりまと

めたりすることができるようになったと考えられる。 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

 

１ 研究の成果 

ファシリテーションの技術を生かして支援することで、話合いの目的や方法を児童が明

確に意識するようになり、互いの考えのよいところを見付けたり、比較して考えたりする

ことができた。また、児童一人一人が、立場や意図を明確にしながら計画的に話し合った

ことにより、意見発表に留まらず、友達の考えと比較することを通して、自分の考えを広

げたり、まとめたりすることができた。実践後の国語や総合的な学習の時間などの話合い

においても、目的を意識して協力して話し合う姿が見られるようになった。筆者自身の気

持ちにも余裕が生まれ、授業中に児童の様子を今まで以上に見取れるようになった。 

２ 今後の課題 

今回は「話すこと・聞くこと」の授業で実践を行ったが、今後は、他領域や他教科の話

合いでもファシリテーションの技術を生かし、その有効性を検証していきたい。話合いの

指導改善は一つの授業で成し遂げられるものではないので、児童が話合いの経験を重ね、

話し合うことの楽しさや達成感を味わえるよう、今後も指導を継続していきたい。 

表３ 話合いへの意識に関するアンケート結果(単位は％) 

表４ 実践後のアンケート「単元を振り返ってできるようになったこと」への記述 



 

 

【資料１】第５時のファシリテーションシナリオ【設計】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料２】話合いで用いた座標軸のワークシート【可視化・可聴化】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【資料３】話合いによりまとめられた意見  【資料４】話し方ヒントカード 

 

 

 

【資料５】Ｅ児の単元の振り返り【評価・分析】 
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